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北ガスグループ
「第9回緊急保安全社合同訓練」

2022年1月28日
北海道ガス株式会社



1

第9回緊急保安全社合同訓練 開催概要

日 程：2022年1月19日（水）～ 1月28日（金）

場 所：札幌東ビル、北ガスグループ本社ビル、
函館支店、小樽支店、千歳支店、北見支店ほか

参加者：
【訓練1】エマージェンシー訓練、フィールド訓練、学科試験

（責任者部門：4名、班員・補佐部門：5名）
【訓練2】指揮者訓練

（5チーム10名）

・訓練期間を9日間に設定
・札幌東ビルでの集合訓練と、各拠点での
分散開催を組み合わせて実施

新型コロナウイルス感染防止の観点から
例年と異なる内容で実施
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開会式

＜開会挨拶：取締役常務執行役員 生産供給本部長 前谷 浩樹＞

＜1月19日（水）＞

前谷常務の開会挨拶（北ガスグループ本社ビル（札幌）にて） 本社ビルと各拠点をオンラインで中継

• お客さまに安全で安心なエネルギーをお届けし、お客さまの保安レベルを
しっかり確保する事は、我々の事業の最重要基盤。さまざまな環境変化の中
にあっても、何よりも優先して求められる企業使命である。

• 今回は集合形式とオンラインを組み合わせた開催方式となる。特に現場経験
が少ない中堅・若手メンバーの育成機会と位置付け、保安対応力の底上げを
図る訓練内容とした。

• この訓練が、参加者だけでなく、全社員にとって、今一度、保安の重要性を
心に刻み、今後の新たな取り組みに挑戦する貴重な機会となることを願う。
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【訓練1】エマージェンシー訓練（札幌東ビルで開催）

集合住宅でのガスの臭気・警報器鳴動によるお客さま
からの通報を想定し、初期保安措置を確実に実施する

・初期保安措置（保安閉栓、着火防止、避難勧告・誘導）の実施
・メーターガス栓、引き込み管ガス遮断装置の閉止
・滞留ガスの早期発見と排風機による排出 など

＜1月20日（木）＞

訓練のポイント
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【訓練1】フィールド訓練（札幌東ビルで開催）

支管からのガス漏えいを想定し、
導管の健全性確認とガス配管の修繕作業を行う

・適切な手順に基づく作業の実施
・要所での指差し呼称の徹底など確実な作業実行
・作業完了後、ガス供給継続 など

＜1月21日（金）、1月24日（月）＞

訓練のポイント
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【訓練2】指揮者訓練（北ガスグループ各拠点で分散開催）

・現場にいる作業員への明確な指揮命令、適切な要員配置
・供給防災センターとの的確な情報連携 など

大規模供給支障現場の指揮者として、現場作業員
への指示と供給防災センターへの報告を行う

訓練のポイント

＜1月25日（火）、1月27日（木）＞

北ガス函館支店保安センター 北ガス千歳支店保安センター
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・北ガスグループ各拠点と訓練事務局を中継
・オンラインツールを活用し、各拠点と
現場状況報告・資料等をリアルタイムで共有

【訓練2】指揮者訓練（訓練事務局による採点）

＜1月25日（火）、1月27日（木）＞

訓練事務局（札幌） 訓練事務局（札幌）
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閉会式

＜閉会挨拶（講評）：執行役員 供給事業部長 大関 伸二＞

＜1月28日（金）＞

• 本訓練の目的は「高い保安スキルを持つ人材を育成すること」である。
訓練で培った技術・技能を今後の保安現場でも十分に発揮してほしい。

• 事業を取り巻く環境は大きく変化している。将来の成長に向けてわれわ
れも変化していかなければならず、保安も例外ではない。

• 「安全・安心」を大前提に、一人ひとりが変革意識を強く持ち、安全か
つ快適な社会の実現に貢献していこう。

大関事業部長の閉会挨拶（北ガスグループ本社ビル（札幌）にて） 本社ビルホールと各拠点をオンラインで中継
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北ガス 函館支店 保安センター
佐々木郁哉のコメント

• 函館支店、協力会社の皆さまの多大
な協力により、練習の成果を発揮す
ることができた。

• 今回の訓練は一つひとつの作業を再
確認するきっかけになった。今回の
結果に満足することなく、「安全意
識・安全作業」をさらに徹底し、今
後の業務に取り組んでいく。

表彰結果

【訓練1】
責任者部門 ：最優秀技能賞

北ガス 函館支店 保安センター 佐々木郁哉
班員・補佐部門：奨励賞

北ガス 函館支店 保安センター 小田桐由宜
【訓練2】
現場指揮者訓練：優勝

北ガス 北見支店 保安センター 宮川和也、重田恵佑

＜1月28日（金）＞

北ガス 函館支店 保安センター佐々木郁哉（中央）
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（参考）例年の緊急保安全社合同訓練

訓練
概要

• 毎年1月、札幌東ビル技術開発・研修センター※で一日開催
• 北ガスグループ各拠点から複数チームが訓練に参加
• 各チームの訓練内容を運営事務局が採点・評価
※ 2013年4月より運用を開始した札幌市厚別区にある当社施設。最先端の実験・研修施設を集約し、

省エネ技術の開発と安全・安心を実現する人材育成を進めています。

目的

• 現場対応力、保安意識の向上
• 保安技術・技能の伝承、次代を担う保安人材の育成
⇒ 高い保安レベルを維持することで、

お客さまに安心してガスをお使いいただく

一昨年（第7回）の緊急保安全社合同訓練の様子（2020年1月25日）


